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カバーストックの領域表記はユーザーにとって大きな判断材料となりますが、PRO-amはそれを分かりやすくする課題に取り組んで
おり、HERITAGEから表記を一本化しています。現在PRO-amモデルでは３種類のベースを使用していますが、その中で領域を作る
ことでパフォーマンスを変化させています。それが”ION””FUSION””ATOM”です。IONは最もオイルの中での反応とフック力が強く、
ヘビーオイル向けです。FUSIONはミディアムブレンドで中間の曲がりと強さを持ちます。ATOMは最もクリーンな走りを基調と
していて、スキッド＆フリップタイプに使用します。この３種類をベースに特殊添加剤を加えて”84””86”や”×０””×１”に
微調整をしています。今回のmajority Powerは86×0 Fusion Pearlカバーストックを採用していて、ミディアムブレンドの
ため今までのmajorityの中では一番キャッチするモデルとなります。
majorityは今までファーストボールからのボールチェンジで使われることが多く、そこに特化したイメージもあったので、初めての
テスティングでは驚きもありました。コアの慣性もやや高めでΔRGも低めなので、走るカバーにすることで遅めのコンディションには
よくマッチングしました。今回はカバーが強くなったことで通常のコンディションから使用できるようになったにも関わらず、先入観で
通常のコンディションでは物足りないのではないかと思っていましたがなかなか扱いやすく、劇的には曲がらないものの実用性が高く、
バランスは良く思えました。転がりが最後まで持続しながら曲がるので、対称コアならではの曲がりの素直さでラインが取れると思います。
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今までのmajorityシリーズの中で一番キャッチが強いモデルの発売です。
持続的かつ、安定したラインが描けるので一投目から十分活躍してくれるスペックでしょう。
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